
職
炉

－
Ｊ
　
●

ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス

　
　
『
メ
ク
レ
ン
“

フ

ル
グ
に
お
け
る
農
民
追
放
』

Ｈ
◎
霊
昌
窃
峯
９
尋
０
薮
一
Ｕ
Ｐ
。
・
霊
毒
昌
－
晶
９
巨
竃
８
巨
¢
冒
巨
曇

　
尾
津
け
竃
印
－
◎
ｇ
巨
頃
黒
ま
箏
一
Ｈ
錦
ト
Ｈ
８
ｏ
Ｄ
¢
守
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
　
　
薮
　
　
輝

雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
オ
ス
ト
・
エ
ル
ベ
ド
イ
ツ
内
部
に
お
け
る
各
地
域
の
特
殊
性
の
研

　
　
　
は
し
が
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
と
そ
れ
を
基
礎
と
し
た
東
エ
ル
ベ
全
体
に
通
ず
る
一
般
性
の
理
論

　
ニ
ル
ベ
河
以
東
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
農
業
制
度
の
発
展
は
、
レ
ー
二
　
　
　
的
・
歴
史
的
把
握
は
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。

ソ
に
よ
っ
て
、
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
発
達
の
「
プ
ロ
シ
ャ
型
」
と
　
　
　
　
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
東
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
Ｊ
・
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス

名
付
け
ら
れ
た
道
を
典
型
的
に
た
ど
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
た
　
　
　
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
本
書
は
、
東
ド
イ
ツ
で
は
「
農
民
追
放
」
が
資
本

が
っ
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
所
謂
「
二
っ
の
遺
」
の
理
諭
を
具
体
的
に
把
握
　
　
　
の
本
源
的
蓄
積
の
基
礎
を
な
し
た
と
の
基
本
的
視
角
か
ら
、
メ
ク
レ
ソ

す
る
た
め
に
も
、
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
か
ら
ユ
ソ
ヵ
－
経
営
ヘ
　
　
　
ブ
ル
グ
の
特
殊
研
究
に
も
と
ず
い
て
、
東
ド
ィ
ツ
全
体
に
わ
た
る
大
胆

と
発
展
し
た
東
ド
ィ
ツ
の
農
業
制
度
を
歴
史
的
に
追
求
す
る
こ
と
は
重
　
　
　
な
間
題
提
起
を
お
こ
た
い
、
上
記
の
問
題
解
明
の
手
が
か
り
を
っ
く
っ

要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
研
究
は
、
十
九
世
紀
末
に
お
げ
る
Ｇ
．
Ｆ
．
ク
　
　
　
　
東
ド
イ
ツ
全
体
に
わ
た
る
間
題
を
、
主
に
理
論
的
に
取
扱
っ
た
本
書

ナ
ッ
ブ
の
劃
期
的
な
労
作
以
来
相
当
の
成
果
を
お
さ
め
て
い
る
が
、
し
　
　
　
の
第
一
部
は
、
さ
き
に
「
歴
史
学
雑
誌
」
罫
豪
ｏ
耳
奉
ま
『
ｏ
易
争
・

　
　
Ｊ
．
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
『
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
げ
る
農
民
遣
放
』
（
大
籔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
（
二
四
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
暑
）

ざ
葦
。
。
尋
誌
。
。
ｏ
易
ｏ
ぎ
員
（
以
下
Ｎ
・
｛
．
ｏ
・
と
略
）
お
艶
－
＼
切
に
発
表

さ
れ
、
わ
が
国
で
も
山
口
和
男
氏
に
よ
る
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
経
済
論
叢
第
七
十
四
巻
第
四
号
）

　
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、
第
一
部
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
の
ク
チ
ソ

　
　
　
　
　
（
註
）

ス
キ
ー
、
ハ
イ
ツ
の
批
判
に
ふ
れ
た
が
ら
若
干
の
間
題
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
具
体
的
た
問
題
を
取
扱
っ
た
第
二
部
の

概
括
的
た
紹
介
を
お
こ
な
い
た
い
。
　
（
章
別
構
成
は
必
ず
し
も
原
著
の

通
り
で
は
な
い
。
）

（
謹
）
　
宍
弓
ｏ
ミ
■
ｏ
ｏ
匡
…
Ｎ
目
昌
＞
巨
０
２
斗
Ｎ
＜
◎
目
－
◎
げ
凹
箏
目
窃
之
ざ
幸
婁
ｏ
竃

　
　
饒
げ
ｇ
昌
０
Ｎ
事
９
試
■
ｏ
ぎ
ｏ
尉
ｏ
目
ｏ
ｏ
ｏ
プ
斗
け
（
Ｎ
．
｛
．
ｏ
．
自
＼
○
◎
）

　
－
婁
ｏ
幸
婁
９
３
＞
鼻
事
◎
斗
”
目
凄
握
ｇ
六
ｇ
ミ
豪
彗
．
（
団
ト
）

　
ｏ
．
｝
．
｝
９
討
…
－
．
之
ざ
葦
峯
ｏ
邑
Ｌ
）
凹
ｏ
ｏ
巾
印
目
ｇ
邑
ｏ
ｏ
ｑ
ｏ
■
ぎ
冒
８
斤
・

　
　
－
ｏ
目
げ
暮
炉
（
Ｎ
‘
｛
．
ｐ
－
自
＼
ト
）

二
　
第
一
部
に
お
け
る
主
友
る
論
点

　
著
者
は
、
ま
ず
そ
の
序
文
に
お
い
て
、
本
書
の
主
た
る
課
題
と
し
て

「
オ
ス
ト
・
エ
ル
ベ
ド
ィ
ツ
、
す
な
わ
ち
グ
ー
ツ
ヘ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
地

域
で
は
、
農
民
追
放
が
資
本
の
本
源
的
蓄
積
の
最
も
主
要
た
手
段
で
あ

っ
た
」
こ
と
、
お
よ
び
「
東
ド
イ
ツ
の
、
農
業
に
お
げ
る
資
本
主
義
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
二
四
二
）

発
展
が
と
っ
た
、
宿
命
的
な
『
プ
ロ
シ
ャ
型
』
の
道
の
歴
史
的
前
提
は

『
農
民
追
放
』
に
よ
っ
て
、
十
九
世
紀
の
農
民
解
放
の
は
る
か
以
前
に

つ
く
ら
れ
た
」
（
ｏ
◎
・
べ
）
こ
と
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
に
彼
は
、
み
ず
か
ら
の
研
究
領
域
と
し
て
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル

グ
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
は
、

「
農
民
追
放
の
経
過
と
そ
の
結
果
が
最
も
明
ら
か
」
（
◎
〇
二
）
で
あ
り
、

い
わ
ば
農
民
追
放
が
「
東
ド
イ
ツ
に
と
っ
て
古
典
的
」
（
◎
ｏ
・
冒
）
に
お

こ
た
わ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
つ
い
で
、
十
六
世
紀
以
降
、
東
ド
イ
ツ
に
広
汎
に
形
成
さ
れ
た
グ
ー

ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
の
成
立
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
著
者
は
ク
ナ
ヅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

プ
以
来
の
諸
説
を
検
討
し
た
後
、
先
進
的
な
西
欧
諸
国
へ
の
穀
物
貿
易

に
領
主
が
主
導
的
に
参
加
し
て
い
っ
た
こ
と
に
求
め
て
い
る
。

（
註
）

　
ソ
ヴ
ェ
ー
ト
の
学
者
田
・
月
．
『
宕
實
畠
は
舅
宅
胃
墨
畠
墨

勺
Ｋ
冒
・
（
ロ
シ
ヤ
の
農
民
）
の
中
で
、
十
六
世
紀
に
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
広
汎
に
お
こ
っ
た
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
の
形
成
を
、
西

欧
へ
の
穀
物
輸
出
の
み
で
説
明
す
る
通
説
を
、
少
く
と
も
ロ
シ
ヤ

に
つ
い
て
は
否
認
レ
、
ロ
シ
ヤ
で
は
「
農
民
の
抑
圧
の
増
加
は
、

都
市
の
繁
栄
と
杜
会
的
分
業
の
進
歩
、
す
な
わ
ち
、
国
内
市
場
の

拡
大
と
緕
び
づ
い
て
い
た
。
」
と
述
べ
、
他
の
誇
国
で
も
外
国
貿

易
の
影
響
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
点

工’

』
しい

歯



　
　
に
つ
い
て
呂
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
は
、
東
ド
イ
ツ
で
も
十
五
・
六
世
紀
　
　
　
分
を
領
主
に
提
供
す
る
「
農
民
的
マ
イ
ニ
ル
レ
ヒ
ト
」
轟
目
。
、
：
。
ブ
。
。
。

　
　
に
穀
物
に
た
い
す
る
国
内
市
場
が
拡
大
し
た
が
、
地
理
的
条
件
の
　
　
　
竃
旺
ｏ
冒
ｇ
葦
が
成
立
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
（
な
お
、
彼
は
西
南
ド

　
　
有
利
さ
か
ら
穀
物
貿
易
が
決
定
的
で
あ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
イ
ツ
で
の
穀
物
輸
出
の
可
能
性
を
否
定
し
、
シ
ュ
ワ
ー
ベ
ソ
で
は
当
時

　
　
（
ｃ
ｏ
．
胃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
主
要
な
輸
出
品
で
あ
る
ラ
イ
麦
が
生
産
さ
れ
ず
、
フ
ラ
ソ
ケ
ソ
、
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ
セ
ソ
、
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ド
で
は
穀
物
を
輸
入
し
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。
）

　
こ
の
よ
う
な
穀
物
輸
出
の
た
め
に
、
領
主
は
農
民
を
追
放
し
て
直
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
農
民
保
護
政
策
射
彗
艘
富
争
暮
巷
◎
罧
寿
、
ロ
ー
マ
法
の
継
受

地
を
拡
大
す
る
。
そ
し
て
残
っ
た
農
民
の
賦
役
を
強
化
し
、
労
働
力
を

確
保
す
る
た
め
に
・
耳
版
農
奴
制
塞
ま
・
・
碁
・
曇
茎
釜
　
勾
。
、
。
。
、
一
。
目
。
。
。
。
、
婁
。
。
。
。
。
目
勾
。
。
プ
、
。
。
、
領
主
裁
判
篶
四
け
、
ぎ
。
宇

入
さ
れ
る
二
一
う
し
て
「
農
奴
的
賦
役
労
働
に
圭
ず
く
農
業
大
経
営
　
一
。
后
。
、
一
。
サ
ド
吻
げ
、
、
斥
凶
一
け
等
が
農
民
の
状
態
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
に
っ
い

の
組
織
は
三
十
年
戦
争
後
に
始
め
て
完
成
し
た
。
」
（
９
蟹
）
　
　
　
　
　
　
て
も
特
別
の
章
を
さ
い
て
い
る
。

以
上
の
如
く
・
一
ヒ
ト
ヴ
ァ
ィ
ス
は
、
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
　
っ
い
で
著
考
は
、
生
産
手
段
に
た
い
す
る
農
民
の
法
的
分
離
の
程
度

と
再
版
農
奴
制
成
立
の
原
因
に
っ
い
て
は
、
経
済
的
要
因
を
根
本
的
な
　
を
、
領
主
の
所
有
に
属
す
る
農
場
設
備
｝
。
～
。
プ
、
の
大
き
に
ょ
っ

も
の
と
し
て
い
る
が
・
政
治
甲
法
律
的
要
因
の
経
済
に
た
い
す
る
促
　
て
考
え
、
そ
れ
が
時
代
の
進
む
に
っ
れ
て
増
加
す
る
の
は
、
農
民
の
従

進
的
作
用
も
決
し
て
無
視
し
て
は
い
な
い
。
た
ど
え
ば
、
Ｗ
・
ヴ
ィ
テ
　
　
　
属
の
増
大
を
意
味
す
る
、
と
い
つ
て
い
る
。

イ
ヒ
や
Ｍ
．
ボ
ツ
・
シ
一
が
い
一
て
い
る
よ
乏
、
北
西
部
ド
イ
ツ
や
バ
　
最
後
に
、
グ
ー
ツ
ヴ
イ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
の
性
格
規
定
の
間
題
に
っ
い

イ
一
ル
ソ
に
高
様
に
穀
物
貿
易
の
可
能
性
変
っ
た
の
奈
一
そ
こ
　
て
は
、
十
八
世
紀
以
来
区
域
循
環
経
葛
。
巨
四
ひ
。
三
、
一
。
。
。
。
凹
一
け
の
導
入

で
は
・
貴
族
に
た
い
す
る
領
邦
君
主
の
力
が
東
部
に
お
げ
る
吉
姦
　
に
ょ
っ
て
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
優
勢
に
竺
た
不
自
由
蒼
傭
芒
。
で

大
で
あ
一
た
た
め
・
農
民
は
支
配
階
級
内
部
の
闘
争
を
自
分
達
に
有
利
　
雲
、
目
。
、
弓
四
ひ
・
。
事
目
。
、
を
使
用
す
る
大
農
場
を
念
頭
に
ぎ
っ
っ
、

に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ち
そ
の
た
め
農
民
追
放
は
あ
ま
り
お
こ
な
　
　
　
そ
れ
が
「
賦
役
経
済
か
ら
資
本
主
義
的
大
経
営
へ
の
独
特
の
移
行
形
態
」

わ
れ
ず
・
農
民
が
領
主
の
所
有
地
を
借
り
て
経
営
し
、
収
獲
の
二
定
部
　
　
　
（
９
・
。
ｏ
。
）
で
あ
り
、
プ
ロ
シ
ヤ
型
の
資
本
主
義
発
展
の
前
提
で
あ
る
と

　
　
　
Ｊ
一
昌
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
『
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
け
る
農
民
遣
放
』
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
（
二
四
三
）

■



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
努
二
吾
）

し
て
、
一
方
で
は
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
を
「
古
い
経
営
形
態
、

す
な
わ
ち
封
建
制
へ
の
復
帰
」
（
ｐ
ｃ
０
Ｎ
）
と
す
る
ク
チ
ソ
ス
キ
ー
の
説

を
批
判
す
る
と
共
に
、
他
方
で
は
、
日
傭
取
が
自
由
な
賃
労
働
者
で
は

な
く
て
、
ラ
イ
プ
ァ
イ
ゲ
ソ
シ
ャ
フ
ト
の
下
に
あ
る
点
を
も
っ
て
、
グ

ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
を
資
本
主
義
的
経
営
と
す
る
説
を
批
判
し
て

い
る
。
（
◎
ｏ
．
○
ｏ
ｏ
）

　
二
．
三
の
間
題
点
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト

シ
ャ
フ
ト
の
性
格
を
め
ぐ
る
ク
チ
ソ
ス
キ
ー
と
の
論
争
で
は
、
ニ
ヒ
ト

ヴ
ァ
イ
ス
が
、
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
と
い
う
一
冒
葉
で
メ
ク
レ
ソ

ブ
ル
グ
に
お
い
て
十
八
世
紀
中
期
よ
り
優
勢
に
な
っ
た
「
不
自
由
な
日

傭
取
に
も
と
づ
く
大
経
営
」
を
考
え
て
い
る
の
に
た
い
し
、
ク
チ
ソ
ス

キ
ー
は
、
主
と
し
て
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル
グ
Ｈ
プ
ロ
イ
セ
ソ
を
念
頭
に
お

き
つ
つ
「
賦
役
農
民
に
も
と
づ
く
大
経
営
」
を
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら

両
者
の
意
見
の
相
違
が
生
じ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
関
聯
し
て
以
下
の
三
つ
の
点
を
指
摘
し
よ
う
。
第
一
に
、
ニ

ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
に
お
い
て
は
、
十
八
世
紀
中
期
よ
り
の
労
働
力
の
主
軸

の
変
更
が
単
に
主
張
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
こ
の
過
渡
期
の
具
体
的
分

析
が
な
さ
れ
て
、
な
い
。
ハ
イ
ツ
も
云
う
よ
う
に
（
ド
“
ｏ
・
冒
＼
Ｌ
ｐ

塞
り
）
こ
の
点
の
不
足
が
本
書
の
最
も
大
き
な
弱
点
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
（
二
四
四
）

を
具
体
的
に
証
明
し
た
上
で
、
前
後
両
段
階
の
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ

フ
ト
の
性
格
を
別
々
に
規
定
し
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。
第
二
は
、
東
エ

ル
ベ
に
と
っ
て
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
と
プ
ロ
ィ
セ
ソ
と
の
い
ず
れ
を
典

型
的
と
考
え
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
の
よ
う
に
、
メ

ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
特
殊
研
究
を
何
の
媒
介
も
な
し
に
、
全
オ
ス
ト
・
エ

ル
ベ
に
適
用
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
前
の
論
文

に
つ
い
て
既
に
ク
チ
ソ
ス
キ
ー
も
指
摘
し
、
（
Ｎ
・
ド
ｐ
■
＼
ｏ
。
◎
り
・
畠
ｏ
◎
）

ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
も
『
Ｊ
・
ク
チ
ソ
ス
キ
ー
へ
の
回
答
』
で
一
応
そ
れ

を
認
め
た
の
で
あ
る
が
、
（
Ｎ
－
ｏ
・
■
＼
ｃ
。
¢
ミ
ー
）
本
書
で
も
、
こ

の
点
に
つ
い
て
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
は
、
東
ド
イ

ツ
各
地
域
の
特
殊
性
の
研
究
に
も
と
づ
い
て
決
定
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
。
第
三
に
、
ク
チ
ソ
ス
キ
ー
が
、
ブ
ロ
イ
セ
ソ
に
お
い
て
も
十
八

世
紀
後
半
よ
り
見
ら
れ
る
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
の
変
質
過
程

（
賦
役
農
民
の
賃
労
働
者
化
）
を
あ
ま
り
考
慮
し
て
い
な
い
の
に
た
い

し
、
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
が
、
十
八
世
紀
中
期
以
来
の
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト

シ
ャ
フ
ト
の
変
質
を
強
調
し
、
そ
れ
を
「
封
建
経
済
よ
り
資
本
主
義
的

大
経
営
へ
の
過
渡
的
形
態
」
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
は
正
当
で
あ
る

が
、
そ
の
場
合
過
渡
的
形
態
で
あ
る
理
由
は
、
日
傭
取
が
ラ
イ
プ
ァ
イ

ゲ
ソ
シ
ヤ
フ
ト
の
下
に
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ

仙

ポ
一

一、
一

吐

曲
｝



の
よ
う
な
法
律
的
理
解
だ
げ
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、
僅
か
の
土
地
を
　
　
　
に
た
い
す
る
農
民
の
処
分
権
の
程
度
が
確
認
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
し
て

あ
た
え
ら
れ
、
外
部
に
お
げ
る
資
本
主
義
の
未
発
達
の
た
め
に
自
由
に
　
　
　
い
る
。
（
Ｎ
．
“
ｐ
目
＼
』
ｏ
り
．
窪
ｏ
）

移
動
で
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
領
主
の
従
属
下
に
立
た
ざ
る
を
得
な
い
農
　
　
　
　
最
後
に
、
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
成
立
の
経
済
的
原
因
に
っ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

業
労
働
著
の
、
ま
さ
に
過
渡
的
な
姿
が
具
体
的
に
描
か
れ
ね
ば
な
ら
な
　
　
　
て
は
、
単
に
外
国
貿
場
の
可
能
性
の
問
題
の
み
で
な
く
、
農
民
自
身
に

い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
農
民
解
放
１
ー
ラ
ィ
プ
ァ
ィ
ゲ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
　
　
　
お
け
る
商
品
生
産
の
成
熟
の
程
度
、
商
品
生
産
を
め
ぐ
る
領
主
と
農
民

廃
止
に
よ
っ
て
、
一
挙
に
近
代
的
な
農
業
賃
労
働
者
が
形
成
さ
れ
る
か
　
　
　
の
対
抗
の
問
題
が
、
ま
ず
最
初
に
考
え
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
る
ま
い
。

の
よ
う
な
誤
謬
に
陥
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
っ
ぎ
に
・
農
民
追
放
を
資
本
の
本
源
的
蓄
積
の
基
礎
過
程
と
す
る
主
　
　
　
　
　
二
　
十
八
世
紀
初
頭
ま
で
の
農
民
追
放

張
に
つ
い
て
ク
チ
ソ
ス
キ
ー
は
、
農
民
追
放
は
、
「
た
と
え
ぼ
古
代
杜
会
　
　
　
第
二
部
で
は
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
げ
る
農
民
追
放
の
具
体
的
経

に
も
あ
る
ル
ソ
ベ
ソ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
創
出
と
同
様
、
本
源
的
蓄
　
　
　
遇
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

積
と
は
何
の
関
係
も
汰
い
」
（
ド
“
ｏ
・
目
な
ｇ
ｏ
・
昌
ｏ
ｏ
）
と
し
て
い
る
。
　
　
　
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
は
、
東
ド
イ
ツ
で
農
民
追
放
が
最
も
広
汎
に
お
こ

し
か
し
こ
の
場
合
に
も
、
本
質
的
に
は
封
建
的
な
も
の
で
お
る
前
段
階
　
　
　
な
わ
れ
た
土
地
で
あ
る
。
（
ノ
イ
フ
ォ
ル
ポ
ム
メ
ル
ソ
や
ホ
ル
シ
ュ
タ

の
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
を
っ
く
り
だ
す
農
民
追
放
と
、
資
本
主
　
　
　
イ
ソ
で
も
同
様
で
あ
っ
た
。
）
し
か
る
に
、
ブ
ラ
ソ
デ
ソ
ブ
ル
グ
Ｈ
プ
ロ

義
的
な
ユ
ソ
ヵ
－
経
営
の
前
提
条
件
を
っ
く
り
だ
す
農
民
追
放
と
を
、
　
　
　
イ
セ
ソ
で
は
、
農
民
追
放
は
そ
れ
程
甚
だ
し
く
は
な
く
、
十
九
世
紀
の

区
別
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
始
め
に
は
、
ま
だ
相
当
多
数
の
農
民
地
が
残
存
し
て
い
た
。
こ
の
相
違

　
農
場
設
傭
の
問
題
で
は
、
ハ
イ
ツ
は
「
重
要
な
問
題
に
た
い
し
て
研
　
　
　
の
原
因
を
、
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
は
、
領
邦
君
主
と
貴
族
階
級
と
の
力
関

究
の
目
標
を
定
め
た
」
（
Ｎ
・
｛
・
Ｏ
・
昌
＼
ム
◎
０
・
婁
｝
）
も
の
と
し
て
高
く
評
　
　
　
係
の
中
に
求
め
、
彼
の
薮
述
を
そ
こ
か
ら
始
め
て
い
る
。

価
し
て
い
る
が
、
そ
の
増
大
傾
向
に
っ
い
て
は
疑
問
を
も
ち
、
ま
た
単
　
　
　
　
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ
で
は
、
領
邦
君
主
と
貴
族
と
の
闘
争
は
領

に
、
農
場
設
傭
に
た
い
す
る
「
法
的
分
離
」
の
み
で
な
く
、
農
場
設
備
　
　
　
邦
君
主
の
勝
利
に
帰
し
、
十
八
世
紀
以
来
領
邦
的
絶
体
主
義
－
彗
亭
争
・

　
　
　
Ｊ
．
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
『
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
げ
る
裏
民
遣
放
』
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
（
二
四
五
）

（



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
吾
）

ｇ
三
９
雪
声
茅
◎
冒
茅
旨
易
が
形
成
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
絶
対
主

義
国
家
は
、
そ
の
支
配
機
構
と
し
て
の
官
僚
と
軍
隊
の
整
備
の
た
め
に
、

粗
税
と
兵
士
と
を
必
要
と
し
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
源
泉
と
し
て
の
農
民

に
は
、
農
民
保
護
政
策
を
遂
行
し
て
、
貴
族
の
農
民
追
放
に
反
対
し
た

の
に
た
い
し
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
は
、
領
邦
君
主
と
貴
族
と
の
闘
争

は
、
結
局
貴
族
の
勝
と
な
り
、
彼
等
は
意
の
ま
ま
に
農
民
追
放
を
お
こ

た
っ
て
、
十
八
世
紀
末
に
は
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
農
民
地
を
領
主
地

に
ひ
ぎ
入
れ
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
農
民
を
農
場
目
傭
取
に
変
え
る
」

（
◎
◎
．
胃
）
ま
で
に
た
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
た
条
件
の
下
で
お
こ
た
わ
れ
た
農
民
追
放
を
、
ニ
ヒ
ト
ヴ

ァ
イ
ス
は
三
つ
の
時
期
に
分
げ
て
考
察
し
て
い
る
。
十
六
世
紀
後
半
か

ら
始
ま
る
第
一
期
、
三
十
年
戦
争
後
の
第
二
期
、
十
八
世
紀
の
区
域
循

環
経
営
の
導
入
と
結
び
つ
い
た
第
三
期
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
十
六
世
紀
に
お
け
る
穀
物
貿
易
の
増
大
と
農
産
物
価
格
の
騰
貴
と

が
、
農
民
地
に
た
い
す
る
領
主
の
欲
求
を
高
め
た
。
こ
う
し
て
農
民
追

放
の
第
一
期
が
始
ま
る
。
そ
し
て
こ
の
世
紀
の
中
頃
よ
り
、
メ
ク
レ
ソ

ブ
ル
グ
で
も
、
オ
ス
ト
・
エ
ル
ベ
の
他
の
地
方
と
同
様
に
、
グ
ー
ツ
ヴ

ィ
ル
ト
シ
ャ
フ
ト
が
形
成
さ
れ
た
。

　
そ
の
際
、
農
氏
の
強
固
な
土
地
保
有
権
が
農
民
追
放
の
妨
げ
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
二
四
六
）

た
。
貴
族
達
は
ま
ず
、
こ
れ
を
悪
化
せ
し
め
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
そ

し
で
、
、
粗
税
の
承
認
と
引
替
に
領
邦
君
主
に
認
め
さ
せ
た
ニ
ハ
ニ
一
年

の
法
律
で
は
、
農
民
が
、
文
書
に
も
と
づ
い
て
、
「
相
継
し
う
る
借
地

権
」
９
；
｝
窃
５
亭
ｇ
８
葦
の
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
い
か
ぎ
り
、

彼
等
は
単
な
る
定
期
小
作
人
Ｎ
９
号
洋
葦
昌
と
し
て
し
か
認
め
ら
れ

な
か
っ
た
。
農
民
達
は
文
書
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど

不
可
能
だ
っ
た
の
で
、
貴
族
に
は
無
条
件
の
農
氏
追
放
権
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
に
な
っ
た
。
（
ｏ
ｏ
．
蜆
り
）

　
農
民
追
放
に
よ
っ
て
拡
大
さ
れ
た
貴
族
の
大
農
場
は
、
よ
り
多
く
の

労
働
力
を
要
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
農
民
賦
役
の
増
加
と
農
民
の
土
地

へ
の
緊
縛
が
必
要
と
な
る
。
か
く
て
一
六
五
四
年
の
法
律
で
は
、
ラ
イ

プ
ア
イ
ゲ
ソ
シ
ャ
フ
ト
に
も
と
づ
く
農
民
の
土
地
へ
の
緊
縛
が
立
法
的

に
認
め
ら
れ
た
。
（
Ｑ
０
・
胃
）
そ
の
場
合
、
ロ
ー
マ
法
学
者
が
、
農
民
の

状
態
悪
化
に
積
極
的
な
役
割
を
果
し
た
こ
と
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
農
民
追
放
の
第
二
期
は
三
十
年
戦
争
の
後
に
始
ま
る
。
戦
争
に
よ
っ

て
荒
廃
し
た
農
民
地
を
領
主
が
併
合
す
る
こ
と
は
、
少
し
も
妨
げ
ら
れ

な
か
っ
た
。
更
に
、
戦
後
復
帰
し
た
農
民
も
無
一
物
で
あ
っ
た
か
ら
、

家
畜
、
農
具
、
建
物
等
を
領
主
に
依
存
し
、
そ
の
た
め
農
民
の
領
主
に
た

い
す
る
従
属
は
、
ま
す
ま
す
甚
だ
し
く
な
っ
た
。
こ
う
し
た
条
件
の
下
．

’
｝

乱



で
は
、
賦
役
は
更
に
強
化
さ
れ
、
農
民
地
は
領
主
の
意
の
ま
ま
に
と
り
　
　
　
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
農
民
が
不
白
由
民
と
し
て
大
農
場
に
属
し
て
い

あ
げ
ら
れ
た
。
（
た
だ
し
、
こ
の
時
代
に
は
労
働
力
の
欠
乏
の
た
め
、
農
　
　
　
た
。
白
由
な
農
民
は
こ
こ
で
も
、
「
白
い
烏
の
よ
う
に
珍
ら
し
か
っ
た
。
」

民
地
の
一
部
分
の
み
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
）
こ
う
し
て
、
　
　
　
（
ニ
ソ
ゲ
ル
ス
）

「
三
十
年
戦
争
後
に
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
は
、
多
く
の
大
農
場
が
農
民
　
　
　
　
大
農
場
の
所
有
者
は
、
原
則
と
し
て
土
地
領
主
９
…
亭
ｏ
冒
と
裁

地
の
犠
牲
の
も
と
に
発
生
し
た
。
」
（
ｏ
ｏ
．
雷
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
領
主
ｏ
邑
９
誌
ざ
昌
と
体
僕
領
主
冒
亭
訂
冒
を
一
身
に
兼
ね
て

　
げ
れ
ど
も
十
八
世
紀
ま
で
の
農
民
追
放
は
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
農
　
　
　
い
た
。
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
は
、
領
邦
君
主
、
貴
族
、
教
会
、
都
市
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

民
階
級
を
消
減
さ
せ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
四
種
の
土
地
所
有
者
が
い
て
、
そ
の
各
々
に
属
す
る
土
地
の
割
合
は
、

　
こ
の
こ
と
は
、
貴
族
の
「
人
問
ら
し
さ
」
に
よ
る
も
の
で
は
決
し
て
　
　
　
一
七
四
八
年
に
、
夫
々
三
八
％
、
四
七
％
、
三
％
、
十
七
％
で
あ
っ
た
。

な
い
。
彼
等
は
労
働
力
と
し
て
の
農
民
の
減
少
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
げ
れ
ど
も
、
こ
の
よ
う
な
区
別
は
農
民
の
状
態
に
は
何
の
差
異
も
あ
た

だ
か
ら
十
八
世
紀
に
は
、
新
し
い
経
営
方
法
の
導
入
と
共
に
こ
の
必
要
　
　
　
え
た
か
っ
た
。

は
な
く
な
り
、
農
民
地
は
ほ
と
ん
ど
消
減
す
る
に
い
た
る
。
こ
の
間
題
　
　
　
　
大
農
場
に
属
す
る
土
地
の
一
部
は
、
領
主
ま
た
は
そ
の
小
作
人
に
よ

に
立
入
る
前
に
、
十
八
世
紀
初
頭
の
農
民
の
状
態
を
見
て
お
こ
う
。
　
　
　
　
っ
て
、
農
民
賦
役
で
自
己
経
営
さ
れ
、
残
り
は
各
農
民
に
分
割
さ
れ
て
、

（
註
）
　
た
と
え
ば
、
ニ
ハ
ニ
八
年
に
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
は
（
ラ
ッ
ツ
　
　
　
彼
等
が
自
分
で
経
営
し
た
。
そ
の
外
に
共
同
地
（
牧
草
地
、
放
牧
地
、

　
　
エ
ブ
ル
グ
お
よ
び
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
リ
ソ
教
区
を
除
く
）
騎
士
領
に
属
　
　
　
森
林
）
が
あ
っ
た
。
耕
地
は
、
直
接
に
領
主
屋
敷
や
農
民
宅
地
に
附
属

　
　
す
る
農
民
地
と
・
コ
ソ
サ
ー
ト
の
土
地
は
一
四
三
〇
〇
あ
ま
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
る
菜
園
と
、
本
来
の
耕
地
か
ら
な
っ
て
い
た
が
、
後
考
は
混
在
地
制

　
　
お
っ
た
が
、
三
十
年
戦
争
の
二
十
年
後
に
は
一
二
〇
〇
〇
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
¢
昌
雪
ｏ
ｑ
ｏ
壷
潟
を
な
し
て
い
た
た
め
に
耕
作
強
制
雪
員
Ｎ
ミ
彗
ｏ
ｑ
に

　
　
た
と
い
う
。
（
ｃ
ｏ
．
ｏ
○
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
さ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
三
　
十
八
世
紀
初
頭
の
農
氏
の
状
態
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
民
は
経
営
規
模
に
し
た
が
っ
て
・
完
全
農
民
・
四
分
の
三
農
雫

　
他
の
オ
ス
ト
・
エ
ル
ベ
の
地
域
と
同
様
に
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
も
、
　
　
　
半
農
民
、
四
分
一
農
民
に
分
け
ら
れ
た
。
完
全
農
民
は
原
則
と
し
て
、

　
　
　
Ｊ
．
昌
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
『
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
げ
る
農
民
遣
放
』
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
（
二
四
七
）

●

｝
夢
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八
○
～
一
〇
〇
モ
ル
ゲ
ン
の
土
地
を
耕
し
た
。

　
農
場
設
備
は
領
主
の
所
有
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
き
さ
は
各
地
域
、
各

村
で
異
っ
て
い
た
。

　
農
民
の
保
有
権
は
弱
く
、
彼
等
は
領
主
の
意
志
に
よ
っ
て
土
地
を
放

棄
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
普
通
は
そ
の
息
子
が
椙
継

し
た
。
農
民
は
領
主
に
結
婚
の
許
可
、
手
工
業
を
学
ぶ
た
め
の
許
可
等

を
受
げ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
子
供
達
は
強
制
下
僕
奉
仕
ｏ
霧
－
邑
・

ｓ
ミ
竃
暢
昌
¢
易
“
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

　
本
来
の
農
民
と
並
ん
で
、
大
低
の
村
に
は
不
自
由
な
コ
サ
ー
ト
匡
・

訂
厨
ｇ
雲
宍
易
竃
↓
が
い
た
。
彼
等
は
村
落
の
耕
地
の
外
側
に
土
地

を
あ
た
え
ら
れ
て
い
た
。
十
八
世
紀
の
初
頭
に
は
、
二
匹
の
馬
を
も
つ

大
コ
サ
ー
ト
と
馬
を
も
た
な
く
て
牛
で
耕
し
た
小
コ
サ
ー
ト
と
が
い

た
。

　
村
の
最
下
層
に
は
、
不
自
由
な
日
傭
取
－
９
訂
荷
ｇ
ｇ
↓
品
ｇ
撃
暮
『

ま
た
は
ア
イ
ソ
リ
ー
ガ
ー
里
邑
－
品
雲
が
い
た
。
本
来
、
ア
イ
ソ
リ
ー

ガ
ー
は
自
分
の
家
を
も
た
ず
農
民
の
家
で
宿
泊
し
た
と
こ
ろ
の
自
由
労

働
者
で
あ
っ
た
。
し
か
し
当
時
は
、
領
主
か
ら
小
さ
い
菜
園
つ
き
の
小

屋
を
あ
た
え
ら
れ
、
そ
れ
に
た
い
し
て
僅
か
の
賦
役
と
貢
租
を
支
払
っ

た
不
自
由
民
が
ア
イ
ソ
リ
ー
ガ
ー
と
呼
ば
れ
た
。
そ
し
て
彼
等
は
低
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
二
四
八
）

の
貨
幣
賃
銀
と
現
物
の
分
前
賃
銀
に
た
い
し
て
、
領
主
の
農
場
で
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
労
働
を
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

　
こ
の
外
に
少
数
の
自
由
農
氏
が
い
た
。

　
領
主
の
も
の
で
あ
る
土
地
、
建
物
、
農
場
設
備
の
使
用
の
対
価
と
し

て
、
農
民
と
コ
サ
ー
ト
と
は
貢
租
＞
昇
ま
ｏ
と
賦
役
－
）
ざ
易
一
の
義

務
を
負
っ
て
い
た
。
貢
租
は
一
部
は
貨
幣
、
一
部
は
現
物
で
支
払
わ
れ

た
。
騎
士
領
に
属
す
る
完
全
農
民
の
賦
役
は
、
原
則
と
し
て
毎
週
日
二

人
の
人
問
と
四
頭
の
馬
、
ま
た
は
一
人
の
人
問
と
二
頭
の
牛
お
よ
び
一

人
の
手
賦
役
で
あ
っ
た
。
そ
の
外
、
都
市
へ
の
輸
送
等
の
臨
時
的
た
賦

役
が
そ
れ
に
加
わ
っ
た
。
更
に
農
氏
は
領
邦
君
主
に
た
い
す
る
租
税
や

賦
役
を
も
提
供
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
た
領
主
は
裁
判
権
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
農
民
は
完
全
に
領
主
の

悉
意
の
下
に
あ
っ
た
。

　
他
方
、
領
主
は
不
自
由
民
に
た
い
し
て
、
困
窮
時
の
援
助
、
年
老
い

た
労
働
能
力
の
な
い
者
の
扶
養
、
ア
イ
ソ
リ
ー
ガ
ー
へ
の
労
働
機
会
の

提
供
等
若
干
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
事
情
の
下
で
は
、
農
民
は
単
に
一
匹
の
家
畜
に
す
ぎ
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
彼
等
は
直
営
地
の
労
働
に
何
等
熱
意
を
も
た
ず
、
土
地
、

建
物
、
家
畜
、
道
其
等
の
取
扱
い
も
不
注
意
で
あ
り
、
ま
た
自
己
経
営

、
派

山
』

｛
１
一山

必



地
に
お
い
て
も
、
貢
租
の
増
加
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
あ
ま
り
働
ら
　
　
　
　
こ
の
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
穀
草
式
経
営
を
、
十
八
世
紀
の
始
め
に
、

か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
賦
役
に
も
と
ず
く
大
経
営
は
、
生
産
力
の
そ
　
　
　
上
級
長
官
フ
ォ
ソ
・
デ
ル
・
リ
ュ
ー
工
が
自
分
の
農
場
に
と
り
入
れ
た
。

れ
以
上
の
発
展
の
姪
楕
と
な
っ
た
。
そ
の
上
に
、
耕
作
強
制
を
伴
う
三
　
　
　
そ
の
際
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
適
し
た
変
更
が
加
え
ら
れ
た
。
十
八
世

圃
式
農
法
も
農
業
生
産
の
発
展
を
妨
げ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
後
半
に
は
、
そ
れ
が
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
多
く
の
農
場
に
ひ
ろ
が
っ

　
こ
れ
は
、
十
八
世
紀
の
問
に
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
式
区
域
循
環
経
営
　
　
　
た
。
Ｈ
・
ダ
ー
デ
は
、
新
し
い
経
営
様
式
が
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
決
定

昌
８
竃
彗
ｇ
擾
オ
ｏ
訂
ｏ
ｏ
ｏ
巨
凶
胴
三
豪
〇
一
畠
津
の
導
入
に
よ
っ
て
解
決
　
　
　
的
勝
利
を
占
め
た
時
期
を
、
一
七
九
〇
年
と
考
え
て
い
る
。
（
ｏ
ｏ
・
葛
）

さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
穀
草
式
経
営
の
特
殊
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
的
形
態
は
、
七
個
の
区

　
　
　
　
　
シ
；
，
多
イ
ル
ト
シ
ヤ
フ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
ｏ
ｏ
ｏ
竃
農
を
も
ち
、
三
つ
に
は
穀
物
が
播
か
れ
、
他
の
三
つ
は
牧
場

　
　
　
四
　
区
域
循
環
経
営
の
成
立
と
農
民
の
反
抗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
、
残
り
の
一
っ
が
休
閑
地
で
あ
っ
た
。
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
は
穀
作

　
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
区
域
循
環
経
営
は
、
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
穀
草
　
　
　
が
主
で
あ
っ
た
の
で
、
生
垣
に
よ
る
囲
い
込
み
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

式
経
営
穴
◎
君
９
三
Ｈ
誌
ｏ
ぎ
津
を
導
入
し
て
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
諸
　
　
　
こ
れ
に
よ
っ
て
収
獲
は
約
－
一
３
の
増
加
を
示
し
た
。
そ
の
外
に
、
雑
草

条
件
に
適
し
た
形
に
改
良
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
除
去
、
排
水
、
土
質
の
改
良
、
ク
ロ
ー
バ
ー
の
乾
草
へ
の
加
工
↓
畜

　
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ソ
の
穀
草
式
経
営
で
は
、
す
べ
て
の
耕
地
は
、
そ
の
　
　
　
産
増
加
↓
肥
料
の
改
善
↓
収
獲
の
増
大
、
に
よ
っ
て
農
業
生
産
力
は
増

各
々
が
生
垣
で
囲
ま
れ
た
十
一
の
囲
い
地
穴
◎
君
色
に
分
げ
ら
れ
、
穀
　
　
　
加
し
た
。
た
と
え
ば
一
七
八
六
年
に
、
ｖ
．
ラ
ソ
ゲ
ル
マ
ソ
は
、
「
収
入

物
栽
培
と
牧
草
栽
培
が
交
互
に
．
お
こ
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
四
～
五
　
　
　
は
、
今
世
紀
初
頭
の
三
倍
に
増
加
し
た
。
」
（
○
◎
・
ｏ
．
Ｈ
）
と
述
べ
て
い
る
。

の
囲
い
地
に
・
続
げ
て
穀
物
が
播
か
れ
、
残
り
は
数
年
間
牧
場
に
１
な
っ
　
　
　
　
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
、
こ
の
新
し
い
経
営
方
法
は
、
十
八
世
紀
後
半

た
。
だ
か
ら
、
三
圃
式
の
場
合
の
よ
う
に
恒
常
的
な
牧
場
。
。
融
己
厨
ｏ
　
　
　
に
他
の
ド
ィ
ツ
諸
国
に
ひ
ろ
ま
っ
た
。

事
９
宗
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
ま
た
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ソ
で
は
養
畜
が
　
　
　
　
し
か
し
た
が
ら
、
搾
取
杜
会
で
は
、
生
産
の
あ
ら
ゆ
る
進
歩
は
同
時

さ
か
ん
で
、
穀
物
栽
培
は
そ
れ
程
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
に
被
圧
迫
階
級
の
状
態
の
悪
化
を
も
た
ら
す
。
区
域
循
環
経
営
に
も
と

　
　
　
Ｊ
二
一
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
『
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
げ
る
農
民
遣
放
』
（
大
藪
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
（
二
四
九
）

’
銘
鼓
籔
翰
｝
戦
葦
、
、

，
　
＃

吊
、
塾
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ず
く
大
農
場
の
建
設
に
際
し
て
、
領
主
は
そ
れ
ま
で
自
分
の
耕
地
と
混

在
し
て
い
た
農
民
地
を
併
合
し
て
、
農
民
を
以
前
の
牧
場
に
移
転
さ
せ

た
。
そ
こ
で
は
、
彼
等
は
数
年
で
没
落
し
て
日
傭
取
に
な
っ
て
い
っ
た
。

さ
ら
に
領
主
達
は
、
賦
役
農
民
よ
り
も
賃
労
働
者
を
使
用
す
る
方
が
有

利
で
あ
る
の
に
気
付
く
に
つ
れ
て
、
新
し
い
農
場
建
設
の
邪
魔
に
な
る

　
　
　
　
（
註
）

農
氏
を
追
放
し
て
、
労
働
力
の
主
軸
を
「
不
自
由
な
日
傭
取
」
に
変
え

て
い
っ
た
。
（
こ
の
移
行
過
程
の
具
体
的
分
析
が
不
十
分
で
あ
る
。

大
藪
）

　
ニ
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
は
こ
の
よ
う
な
新
し
い
タ
イ
プ
の
グ
ー
ツ
ヴ
ィ
ル

ト
シ
ャ
フ
ト
を
、
「
賦
役
経
済
と
資
本
主
義
的
大
経
営
と
の
独
特
の
中

間
段
階
」
（
Ｃ
Ｏ
・
Ｏ
◎
閉
）
と
規
定
し
て
い
る
。

（
謹
）
　
著
者
は
、
一
七
五
五
年
ま
で
に
、
騎
士
領
に
属
す
る
農
民
は
約

　
　
四
九
〇
〇
に
減
少
し
た
と
し
て
、
「
区
域
循
環
経
営
の
導
入
に
際
し

　
　
て
、
農
民
の
最
大
部
分
が
遣
放
さ
れ
た
。
」
（
ｃ
り
・
ｏ
◎
岬
）
と
緕
論
し
て

　
　
い
る
。

　
農
民
は
こ
の
よ
う
な
圧
迫
に
た
い
し
て
、
賦
役
拒
否
、
逃
散
、
ま
た

は
暴
力
的
な
反
抗
を
試
み
た
。
こ
の
農
民
の
反
抗
は
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル

グ
の
領
邦
君
主
ヵ
ー
ル
・
レ
ォ
ポ
ル
ト
の
、
貴
族
に
た
い
す
る
闘
争
と

結
び
つ
い
て
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。
Ｋ
一
レ
オ
ポ
ル
ト
は
農
氏
の
貴
族

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
二
五
〇
）

へ
の
反
抗
を
、
自
已
の
目
的
、
す
な
わ
ち
、
絶
対
主
義
国
家
の
形
成
の

た
め
に
利
用
し
た
。

　
著
者
は
当
時
の
国
際
情
勢
と
の
関
聯
の
下
に
、
都
市
ブ
ル
ジ
ョ
ア
と

農
氏
の
蜂
起
に
た
す
げ
ら
れ
て
、
一
七
三
三
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
Ｋ
・

レ
オ
ポ
ル
ト
の
貴
族
に
た
い
す
る
決
戦
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
の

闘
争
は
結
局
貴
族
の
勝
利
に
帰
し
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
は
絶
体
主
義

国
家
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
貴
族
は
農
民
に
た
い
す
る
無

制
限
の
権
利
を
獲
得
し
た
。
そ
の
た
め
、
農
民
追
放
は
十
八
世
紀
の
三
・

四
十
年
代
に
そ
の
頂
点
に
達
し
た
。

　
し
か
し
、
た
と
え
Ｋ
・
レ
オ
ポ
ル
ト
が
勝
っ
た
と
し
て
も
、
農
民
の

領
主
か
ら
の
解
放
、
し
た
が
っ
て
、
レ
ー
ニ
ソ
の
所
謂
「
ア
メ
リ
カ
型
」

の
農
業
資
本
主
義
の
発
展
が
生
ず
る
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
ま
た
、
Ｋ
．
レ
オ
ポ
ル
ト
を
、
無
私
の
「
農
民
の
大
公
」
吋
竃
・

ｇ
争
ｇ
ｓ
胴
と
し
て
示
す
こ
と
も
誤
り
で
あ
る
。
彼
は
単
に
、
自
己
の

絶
対
主
義
的
目
的
に
農
民
を
利
用
し
た
に
す
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
領
邦
君
主
と
貴
族
と
の
力
関
係
は
、
一
七
五
五
年
に
法
的

に
固
定
さ
れ
た
。

　
　
　
五
　
人
ク
レ
ン
ブ
ル
グ
農
業
の
発
展
と
七
年
戦
争

　
　
　
　
　
か
ら
十
八
世
紀
末
に
、
い
た
る
農
氏
追
放

止



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
註
）

　
七
年
戦
争
で
は
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
は
反
プ
ロ
イ
セ
ソ
同
盟
に
加
わ
　
　
　
｛
ｇ
霊
幕
昌
の
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
浮
浪
者
や
乞
食
の
よ

っ
た
た
め
、
プ
ロ
ィ
セ
ソ
軍
と
ス
ゥ
ェ
ー
デ
ソ
軍
と
の
戦
場
に
な
り
、
　
　
　
う
な
農
村
過
剰
人
口
が
形
成
さ
れ
た
。

農
氏
は
非
常
に
苦
し
ん
だ
。
更
に
戦
時
中
の
貨
幣
の
悪
鋳
と
、
貴
族
の
　
　
　
（
註
）
　
一
七
九
四
年
ま
で
に
、
騎
士
領
に
属
す
る
農
民
数
は
約
二
四
九

破
算
を
救
済
す
る
た
め
の
戦
後
の
支
払
猶
予
令
と
は
、
信
用
枯
渇
を
生
　
　
　
　
　
○
に
減
少
し
た
。
こ
の
世
紀
の
終
り
ま
で
に
は
、
更
に
二
〇
〇
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
の
農
民
が
遣
放
さ
れ
た
。
（
ｏ
ｏ
・
Ｈ
胃
）

ぜ
し
め
、
貴
族
は
信
用
能
力
を
得
る
た
め
に
、
あ
ら
そ
っ
て
区
域
循
環

経
営
に
移
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
う
し
て
、
農
民
の
犠
佳
に
お
い
て
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
農
業
は
繁

　
そ
の
後
、
一
七
七
六
年
の
支
払
猶
予
令
の
廃
止
に
ょ
っ
て
、
信
用
状
　
　
　
栄
し
た
が
、
し
か
し
、
よ
り
以
上
の
発
展
は
、
農
民
や
日
傭
取
の
ラ
ィ
プ

態
は
好
転
し
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
は
農
業
の
回
復
期
が
始
ま
る
。
そ
　
　
　
ア
イ
ゲ
ソ
シ
ャ
フ
ト
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
最
大
の
収

れ
は
更
に
、
ア
メ
リ
ヵ
独
立
戟
争
、
バ
ィ
ニ
ル
ソ
王
位
継
承
戦
役
に
よ
　
　
　
益
を
得
よ
う
と
す
る
領
主
達
に
は
、
隷
民
５
亭
９
ｏ
ｑ
雪
ｏ
に
た
い
す
る

る
輸
出
の
好
転
に
よ
っ
て
拍
車
を
か
け
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
繁
栄
の
　
　
　
災
害
援
助
や
、
年
老
い
て
労
働
力
の
な
い
隷
民
を
扶
養
す
る
義
務
は
、

頂
点
は
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
後
に
や
っ
て
ぎ
た
。
所
謂
「
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
　
　
　
不
生
産
的
支
出
と
感
ぜ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
経
営
に
興
味
を
も
た
ぬ
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

グ
の
黄
金
時
代
」
呂
８
彗
彗
ぎ
お
。
・
胴
◎
巳
＠
毒
Ｎ
¢
岸
が
こ
れ
で
お
る
。
　
　
　
自
由
民
の
強
制
労
働
よ
り
も
、
自
由
民
の
労
働
の
方
が
よ
り
生
産
的
で

　
こ
の
時
代
に
領
主
の
大
農
場
で
は
、
区
域
循
環
経
営
の
完
成
、
土
地
　
　
　
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
以
前
に
は
労
働
力
確
保
の
手
段
で
あ
っ
た
ラ
イ
プ

改
良
、
優
良
種
の
輸
入
等
、
種
々
の
改
善
が
な
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
｛
ゲ
ソ
シ
ャ
フ
ト
は
、
新
し
い
諸
条
件
の
下
で
は
負
担
に
な
っ
て
き

　
こ
の
た
め
に
農
民
は
更
に
苦
し
ん
だ
。
と
い
う
の
は
、
領
主
は
、
農
　
　
　
た
。
ま
た
、
過
剰
人
口
を
吸
収
す
べ
ぎ
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
ユ
ァ
の
発
展
は
、

民
に
土
地
を
賦
与
し
て
能
率
の
悪
い
賦
役
を
徴
収
す
る
よ
り
も
、
農
民
　
　
　
（
そ
れ
が
当
時
要
望
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
）
ラ
イ
プ
ア
イ
ゲ
ソ
シ
ャ

を
土
地
か
ら
追
放
し
て
、
「
不
自
由
な
日
傭
坂
」
の
労
働
力
を
使
用
す
る
　
　
　
フ
ト
と
農
村
に
お
け
る
工
業
活
動
の
制
限
に
よ
っ
て
妨
げ
ら
れ
た
。

こ
と
に
利
益
を
感
じ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
故
に
こ
の
時
代
に
な
る
と
、
貴
族
の
中
で
も
進
歩
的
な
人
々
は
、

　
か
く
て
十
八
世
紀
の
九
〇
年
代
は
「
農
氏
の
虐
殺
」
声
茅
Ｏ
巨
暮
事
彗
　
　
　
．
ラ
イ
プ
ア
イ
ゲ
ン
シ
ャ
フ
ト
の
廃
止
を
主
張
し
始
め
た
。
し
か
る
に
、

　
　
　
Ｊ
二
一
ヒ
ト
ヴ
ァ
イ
ス
『
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
け
る
農
民
追
放
』
（
大
薮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
二
五
一
）

メ

加
ふ
｝

１

刊
轟
　
　
　
　
　
　
　
　
達

が
幸



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
五
巻
・
第
二
号
）

こ
れ
に
対
応
す
る
農
民
の
下
か
ら
の
動
ぎ
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、

メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
　
　
未
　
農
氏
の
反
抗
と
上
か
ら
の
農
民
解
放

　
一
七
三
三
年
の
蜂
起
に
敗
れ
た
後
は
、
農
民
の
主
要
な
反
抗
の
形
態

は
逃
散
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
十
八
世
紀
の
五
〇
年
代
に
は
ロ
シ
ヤ

ヘ
の
集
団
的
な
移
住
が
生
じ
て
い
る
。
他
方
、
農
民
の
暴
力
的
反
抗
は

個
々
の
苛
酷
な
領
主
に
向
げ
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
大
衆
的
な
農
民
蜂
起

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
軍
隊
に
よ
っ
て
簡
単
に
鎮
圧
さ
れ

た
。　

バ
ス
チ
ー
ユ
の
報
知
が
、
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ド
や
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ソ
、
更

に
ザ
ク
セ
ソ
に
農
民
一
挨
を
惹
き
起
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
メ
ク
レ
ソ
ブ

ル
グ
は
そ
の
圏
外
に
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
は
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
大
土
地
所
有
者
を

恐
怖
に
ま
き
こ
ん
だ
。
彼
等
は
、
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
の
農
民
が
フ
ラ
ソ

ス
農
民
の
模
範
に
な
ら
う
こ
と
を
恐
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
七

九
五
年
と
一
八
○
○
年
に
、
フ
ラ
ソ
ス
革
命
の
影
響
の
下
に
都
市
平
景

が
暴
動
を
起
し
た
時
に
は
、
こ
れ
ら
は
軍
隊
に
よ
っ
て
直
ち
に
鎮
圧
さ

れ
た
に
も
拘
ら
ず
、
貴
族
の
恐
崎
は
頂
点
に
達
し
た
。
彼
等
は
、
今
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八
（
二
五
二
）

ラ
イ
プ
ア
イ
ゲ
ソ
シ
ャ
フ
ト
廃
止
の
時
期
が
来
た
こ
と
を
知
っ
た
。
た

と
え
ば
、
一
七
九
二
年
に
Ｈ
・
Ｆ
・
ベ
カ
ー
は
、
改
革
の
道
と
革
命
の

道
の
二
つ
の
可
能
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
二
つ
の
場

合
の
う
ち
ど
ち
ら
か
が
、
お
そ
か
れ
は
や
か
れ
、
ぎ
っ
と
来
る
だ
ろ
う
。

自
由
人
が
隷
民
ｑ
巨
ｏ
津
彗
に
自
由
を
あ
た
え
る
か
、
さ
も
な
げ
れ
ば

隷
民
が
み
ず
か
ら
そ
れ
を
獲
得
す
る
か
。
第
一
の
場
合
が
起
れ
ば
、
わ

れ
わ
れ
の
力
で
隷
民
に
法
律
を
あ
た
え
、
更
に
、
彼
等
の
自
由
を
わ
れ

わ
れ
の
利
益
に
転
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
第
二
の
場
合
に
は
、

わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
を
失
う
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
」
（
９
－
昌
）
と
。

　
メ
ク
レ
ソ
ブ
ル
グ
に
お
げ
る
農
民
解
放
は
、
農
民
と
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ

ー
の
弱
さ
の
た
め
に
、
十
九
世
紀
初
頭
、
革
命
に
よ
っ
て
で
は
な
く
て

改
革
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
の
改
革
は
、
農
民
追
放
の
強
力
な
続
行

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
農
業
に
お
け
る
資
本
主
義
発
展
の
ブ
ロ

シ
ャ
型
の
た
め
に
、
自
由
た
道
を
つ
く
り
出
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
六
・
六
・
一
）
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